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天
平
七
（
七
三
五
）
年
か
ら
九
（
七
三
七
）
年
に
か
け
て
疫
病
が
流
行
し
たことは、天平九年の諸官人の相次ぐ死によって知られている。
この時の疫病は一般的に「痘瘡」であると一一一一口われ、疫病関係記事
が初めて現れるのは、『続日本紀』天平七年八月乙未条である。
乙未。勅日如聞。比日太宰府疫死者多。
天平七年八月に大宰府で広まった疫病は、次第に大宰府管内全
域へと拡大した。一時は鎮静化するものの、天平八（七三六）年
を経て、翌九年、再び大宰府で発生した疫病は、前回にも増す勢
いで瞬く間に拡大し、ついに官人にまで及んで、政府は廃朝に追
い込まれていく。
この結果、藤原四兄弟の政治体制は崩れ、皇親や大伴・巨勢氏
らの旧豪族を中心とした橘諸兄政権へと移行する。このような里
親勢力の復活をもたらしたことは、政治史にも大きな影響を与え
た。 は
じ
め
に
天平七年・九年に流行した疫病に関する一考察（野崎）
〈研究ノート〉
天
平
七
年
・
九
年
に
流
行
し
た
疫
病
に
関
す
る
一
考
察
しかし、これらの一大転機となったにもかかわらず、天平七年
・九年に流行した疫病は政治史に絡めてわずかに触れられるにと
どまっており、疫病自体を取り上げた論文は、史学の分野では少
（１）
ない。幸い
に
し
て
、
天
平
九
年
に
流
行
し
た
「
疫
瘡
」
に
つ
い
て
は
、
天
平
九
年六月二六日付の『太政官符』、同じく六月付の『典薬寮勘申』
が伝存している。医史学の分野においては、この史料について取
（２）
り上げたものもみられるが、その真偽を検討するにとどまり、史
料から読み取ることのできる背景については言及されていない。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
医
史
学
の
観
点
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
分かることは、古代における医療の在り方でしかない。
故
に
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
諸
説
を
再
検
討
す
る
と
と
も
に
、
両
史
料
に
対
し
て
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
史
料
が
伝
え
る
疫
病
の
背
景を読み取っていきたい。
野
崎
千
佳
子
＝￣
五
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天
平
七
（
七
三
五
）
年
・
九
（
七
三
七
）
年
に
流
行
し
た
疫
病
は
、
一
般
的
に
は
、
今
で
言
う
痘
瘡
（
天
然
痘
）
、
つ
ま
り
庖
瘡
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
（３）
るが、『続日本紀』の当該記事には様々な名称が見壹える。
天
平
七
年
碗
豆
瘡
（
ワ
ン
ズ
カ
サ
）
俗に裳瘡（モカサ）
天
平
九
年
疫
瘡
（
エ
キ
ソ
ウ
）
こ
の
名
称
の
違
い
に
関
し
て
、
医
史
学
の
大
家
で
あ
る
富
士
川
勝
氏
が
、
そ
の
著
書
『
日
本
疾
病
史
』
に
お
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
の
で
、
富
士
川
氏
の
説
に
導
か
れ
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。
碗
豆
瘡
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
の
医
学
書
で
あ
る
『
医
心
（４）方」に記載がある。編者丹波康頼は『病原候委祠』・『千金方』等の
階
・
唐
の
医
学
書
を
引
き
、
「
治
傷
寒
碗
豆
瘡
方
」
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
ている。病原
論
云
夫表虚裏實、熱毒内盛、則多發一一飽瘡訶重者周。迺遍身｛其
状如一一火瘡弍若色赤頭白者、則毒軽、若色紫黒、則毒重。其
瘡形如一一碗豆「亦名一一碗豆瘡『
こ
の
記
述
に
よ
っ
て
、
飽
瘡
（
ホ
ウ
ソ
ウ
）
つ
ま
り
庖
瘡
が
、
そ
の
瘡
の
形
は
鋺
豆
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
碗
豆
瘡
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
名
称
は
『
続
日
本
紀
」
の
延
暦
九
（
七
九
○
）
年
を
も
っ
て
史
料
に
見
え
な
く
な
る
。
以
降
は
、
『
文
徳
実
録
』
に
お
い
て
仁
寿
三
（５）
（
八
五
一
二
）
年
に
庖
瘡
、
『
日
本
紀
略
」
に
お
い
て
延
喜
一
五
年
（
九
一
法
政
史
学
第
五
十
三
号
『
続
日
本
紀
』
天
平
七
年
・
九
年
の
記
事
に
つ
い
て
一一一一ハ
（６）
五
）
に
飽
瘡
と
い
う
よ
う
に
、
飽
瘡
又
は
庖
瘡
の
名
称
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
なる。そこ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
碗
豆
瘡
の
名
称
が
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
期
は
い
つ
頃
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
富
士
川
氏
は
、
狩
谷
被
斎
の
『
菱
註
和
名
類
聚
抄
』
に
手
が
か
り
を
求
め
て
い
る
。
按續日本紀天平七年、目し夏至し冬、天下患二鋺豆瘡「俗日一一
裳瘡扣九年春、疫瘡大發。延暦九年秋冬、京畿男女、年三
十以下者悉發一一碗豆瘡「俗云二裳瘡記源君不レ引し之、畢二仁
壽三年紀一者、延暦以前皆謂二之鋺豆瘡或疫瘡「未し有二飽瘡
之名「至一一源君之時「世謂一一之飽瘡｜而碗豆瘡之名發。故不レ
引一一天平延暦紀「引一一仁壽紀一也。日本紀略延喜十五年天詐元
年天延二年寛仁四年西暦四年條、皆云二飽瘡「不し云一一鋺豆
瘡『知源君之時鋺豆瘡之名發也。
この中で狩谷被斎は、碗豆瘡の名称は、源順が『倭名類聚妙』
を
記
し
た
承
平
年
間
に
は
す
で
に
廃
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
故
に
、
鋺
豆
瘡
の
名
称
は
、
延
暦
九
年
か
ら
承
平
年
間
ま
で
に
廃
れ
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
飽
瘡
又
は
庖
瘡
の
名
称
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考えられる。
碗豆瘡が平安時代に廃れたのに対して、モカサの名称は俗称と
して長く使用されている。『続日本紀』においては、天平七年と
（７）
同
様
、
延
暦
九
年
の
条
に
「
碗
一
旦
瘡
、
俗
謂
裳
瘡
」
と
見
え
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
『
倭
名
類
聚
妙
』
に
は
、
飽
瘡
の
名
称
に
、
モ
カ
サ
の
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
世
に
お
い
て
も
、
『
万
安
方
』
に
豆
瘡
・
碗
豆
瘡
（モカサ）、『病名彙考』に痘瘡（トウソウ、モカサ）と見えるな
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ど
、
裳
瘡
の
文
字
は
な
く
と
も
、
読
み
仮
名
の
み
俗
称
と
し
て
も
残
っ
て
い
る。以
上
の
こ
と
か
ら
、
鋺
豆
瘡
・
裳
瘡
は
庖
瘡
、
つ
ま
り
現
代
の
痘
瘡
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
天
平
九
年
の
疫
瘡
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
（８）
は
、
『
日
本
紀
略
』
の
長
徳
四
（
九
九
八
）
年
に
見
壹
え
る
の
み
で
ほ
か
に
史
料
が
な
く
、
医
学
書
に
も
見
え
な
い
。
故
に
、
こ
れ
は
病
名
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
文
字
の
レ
ベ
ル
で
推
測
し
た
い
と
思
う
。
疫瘡という名称は、「疫」「瘡」の二文字からなる。大修館書店
（９）
の『漢語林』によると、「疫」は、「壱えやみ。疫病。悪性の流行
病。」とあり、「瘡」は、「かさ。くさ。できもの。はれもの。皮
膚
に
で
き
る
で
き
も
の
の
総
称
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。
故
に
、
こ
の
二
文
字
の
意
味
を
総
合
す
る
と
、
疫
瘡
と
は
「
皮
膚
に
で
き
も
の
の
で
き
る
悪
性
の
流行病の総称」と定義することができる。
このことから考えると、天平七年・九年に流行した疫病は、必
ずしも痘瘡であるとは言い切れない。少なくとも、天平九年は痘
瘡以外の疫病が流行した可能性が考えられる。
こ
れ
に
対
し
、
富
士
川
氏
は
天
平
九
年
六
月
付
の
『
典
薬
寮
勘
申
』
と
天
平
九
年
六
月
二
六
日
の
『
太
政
官
符
』
を
取
り
上
げ
、
『
太
政
官
符
』
の
「赤斑瘡」は痘瘡のことであると述べられている。
故
に
、
次
章
以
降
に
お
い
て
は
、
『
典
薬
寮
勘
申
」
・
『
太
政
官
符
』
を
用
い
て
富
士
川
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
説
を
再
検
討
し
、
天
平
九
年
に
流
行
し
た
疫
病
は
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
自
説
を
述
べ
た
い。
天
平
七
年
・
九
年
に
流
行
し
た
疫
病
に
関
す
る
一
考
察
（
野
崎
）
天
平
九
（
七
三
七
）
年
に
流
行
し
た
疫
病
に
関
す
る
史
料
と
し
て
、
『
朝
野
群
載
』
巻
第
二
一
「
凶
事
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
天
平
九
年
六
月
付
の
『
典
薬
寮
勘
申
』
と
『
類
聚
符
宣
抄
』
第
三
「
疾
疫
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
天平九年六月二六日付の『太政官符』が残されている。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
論
文
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
富
士
川源氏をはじめ、三井駿一氏、服部敏良氏、新村拓氏、立川昭一一
氏、丸山裕美子氏らが論ぜられている。
これらの先人の説を詳しく見ていくと、富士川氏は天平九年に
流行した疫病は痘瘡であるとした上で、痘瘡と麻疹の混合流行の
説
も
否
定
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
服
部
氏
、
丸
山
氏
も
こ
の
説
に
従
っ
て
いるが、これに対して三井氏は麻疹のみの流行であったとしてお
り、新村氏、立川氏はこの両説を紹介するに留まっている。
故に、本章では富士川氏と三井氏の二説に焦点を絞って詳しく
検討し、自らの考察の手がかりとしていきたい。
（
ご
富
士
川
説
の
検
討
第
一
章
の
最
後
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
富
士
川
氏
は
「
太
政
官
符
』
の
「
赤
斑
瘡
」
は
痘
瘡
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
である。
まず、同氏は天平九年の『太政官符』には痘瘡ではないと断定
できる語句が見られないことを指摘している。加えて、古代にお
い
て
は
痘
瘡
は
麻
疹
と
混
同
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
後
世
の
史
料
に
お
い
二
天
平
九
年
に
流
行
し
た
疫
病
に
対
す
る
諸
説
の
検
討七
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て『拾芥抄』では「療治庖瘡方」に、「医心方』では「治傷寒鋺
豆瘡方」に『太政官符』が引用されていることなどから、「赤斑
瘡」とは痘瘡をを指すのではないかとしている。
し
か
し
、
同
氏
の
論
理
に
は
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
痘
瘡
と
麻
疹
を
混
同
認
識
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
流
行
し
て
い
た
の
は
痘
瘡
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
混
同
認
識
は
、
当
時
の
医
学
レ
ベ
ル
の
低
さ
か
ら
、
ウ
ィ
ル
ス
の
違
い
な
ど
で
は
な
く
、
症
状
で
見
分
け
ら
れ
て
い
た
た
め
に
起
こ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、
初
期
症
状
が
似
て
い
る
も
の
は
間
違
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
｜
般
の
民
衆
が
専
門
知
識
の
欠
如
か
ら
な
お
さ
ら
勘
違
い
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
そ
れ
な
の
に
、
後
世
に
お
い
て
「
庖
瘡
」
で
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
天
平
九
年
に
流
行
し
た
疫
病
は
痘
瘡
で
あ
る
と
結
論
付
け
る
の
は
腕
に
落
ち
な
い
。
な
ぜ
な
ら
後
世
の
人
々
が
庖
瘡
で
あ
っ
た
と
伝
え
聞
い
て
い
る
中
に
も
、
痘
瘡
と
間
違
わ
れ
た
麻
疹
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
富
士
川
説
の
検
討
か
ら
、
私
は
天
平
九
年
の
疫
病
に
は
麻
疹
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
こ
の
考
え
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
次
に
問
題
と
な
る
の
が
、
天
平
九
年
に
流
行
し
た
疫
病
は
痘
瘡
と
麻
疹
で
あ
っ
た
の
か
、
麻
疹
の
み
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
一
説
を
論
じ
て
い
る
の
が
、
先
に
挙
げ
た
三
井
氏
で
あ
る
。
次
節
で
は
三
井
説
を
取
り
上
げ
、
詳
し
い
検
討
を
試
み
る
こ
と
で
、
新
た
な
面
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。
法
政
史
学
第
五
十
三
号
（一一）三井説の検討
三
井
駿
一
氏
は
医
史
学
者
で
あ
り
、
同
氏
の
論
文
「
麻
疹
の
歴
史
」
・
「天平九年の典薬寮の勘文について」において、天平九年の疫病
に
関
す
る
二
史
料
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
る
。
同氏によると、「太政官符』の「赤斑瘡」は当時の典薬寮の新
造
語
で
は
な
く
『
聖
恵
方
』
の
「
赤
斑
」
の
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て、赤斑瘡は麻疹であると述べている。そして、『太政官符』と
『典薬寮勘申』の病名の違いは、『典薬寮勘申』の年記を天平七
年
と
す
る
こ
と
で
解
消
で
き
る
と
言
う
。
同
氏
は
「
続
日
本
紀
」
天
平
九
年
の「疫瘡」を赤斑瘡の別名であるとし、『太政官符』が正しく、
『
典
薬
寮
勘
申
」
の
天
平
九
年
と
い
う
記
載
年
代
は
天
平
七
年
の
誤
り
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
実
際
に
流
行
し
た
疫
病
は
、
天
平
七
年
が
痘
瘡
、
天
平
九
年
が
麻
疹
で
あ
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
確かに、同氏の説を取れば、紙面上のつじつまは合うが、「伝
写
の
誤
り
」
と
い
う
点
で
は
考
え
が
た
い
話
で
あ
る
。
「
伝
写
の
誤
り
」
に
は二つのルートが考えられる。｜つは、転写した者が文字を見間
違
え
た
だ
め
に
起
こ
る
も
の
、
も
う
一
つ
は
、
も
と
も
と
年
代
が
不
明
で
あ
っ
た
も
の
を
そ
の
史
料
を
手
持
ち
の
他
の
史
料
か
ら
推
測
し
、
朱
書
き
な
どで記載したが、時を経る中で本文の一部として記載されるよう
に
な
っ
た
た
め
に
起
こ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
「
七
」
と
「
九
」
で
は
誤
字
の
例
も
少
な
く
、
文
字
の
見
間
違
い
は
考
え
が
た
い
。
ま
た
、
も
う
一つの不明であった年記を推測して朱書きで記載したものが本文
と
し
て
載
っ
た
と
い
う
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
、
も
と
は
天
平
九
年
と
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
が
『
続
日
本
紀
』
な
ど
の
記
事
を
見
て
天
平
七
年
と
間
違
え
八
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（三）諸説の検討から
以
上
、
天
平
九
年
の
疫
病
に
関
す
る
二
説
に
つ
い
て
、
検
討
を
試
み
、
『
太
政
官
符
』
の
「
赤
斑
瘡
」
と
い
う
病
名
を
痘
瘡
で
あ
る
と
見
る
の
は
根
拠
が
な
く
、
『
典
薬
寮
勘
申
』
の
年
記
に
誤
り
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
指
摘
加
え
て
、
『
太
政
官
符
』
は
多
く
の
史
料
に
天
平
九
年
六
月
二
六
日
の
年
（、）
記
と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
平
九
年
と
い
う
年
記
に
誤
り
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
『
典
薬
寮
勘
申
』
の
病
名
に
つ
い
て
も
、
多
く
（、）
の
医
学
書
に
そ
の
名
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
誤
り
は
考
え
ら
れない。つまり、天平九年の疫病に関する二史料の基本的記載事
項に、誤りはなかったと言うことができる。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
発
給
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
二
史
料
の
再
検
討を試み、基本事項の確認とともに、私的見解を述べたい。
した。
た
と
言
う
な
ら
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
の
逆
は
天
平
九
年
に
碗
豆
瘡
が
流
行
し
た
と
言
う
記
事
が
『
典
薬
寮
勘
申
』
以
外
に
見
え
な
い
の
で
考
え
ら
れ
な
い。加えて、一般に天平九年に鋺豆瘡が流行したと言われている
か
ら
天
平
九
年
と
推
測
し
た
と
も
考
え
ら
れ
な
く
な
い
が
、
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
逆
に
天
平
九
年
に
碗
豆
瘡
（
痘
瘡
）
が
流
行
し
た
こ
と
を
認
め
る
形
と
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
『
典
薬
寮
勘
申
』
の
年
記
に
は
誤
り
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
天平七年・九年に流行した疫病に関する一考察（野崎）
（
ご
『
典
薬
寮
勘
申
』
の
検
討
天
平
九
年
六
月
付
の
『
典
薬
寮
勘
申
』
は
へ
『
朝
野
群
載
』
巻
第
一
二
「
凶
事
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
文
書
で
あ
り
、
奈
良
時
代
の
医
療
の
在
り
方
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
だ
け
で
な
く
、
天
平
九
年
の
疫
病
に
つ
い
て
推
測
の
材
料
と
な
る
こ
と
に
お
い
て
も
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
服
部
氏
や
丸
山
氏
、
三
井
氏
ら
が
す
で
に
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
自
説
を
述
べ
る
必
要
性
か
ら
、
再
度
検
討
し
た
い
。
な
お
、
以
下
に
記
す
る
史
料
は
、
検
討
の
際
の
便
宜
を
考
え
、
番
号
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る。
典
薬
寮
勘
申
庖
瘡
治
方
事
Ⅲ
傷
寒
後
禁
食
天
平
九
（
七
三
七
）
年
の
疫
病
に
関
し
て
は
、
『
太
政
官
符
』
と
『
典
薬
寮
勘
申
』
が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
政
府
が
疫
病
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
処
方
法
を
命
じ
た
の
か
を
知
る
史
料
と
し
て
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る。前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
二
史
料
は
記
載
さ
れ
て
い
る
病
名
が
異
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
的
記
載
事
項
に
誤
り
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
文
書
発
給
の
経
緯
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
が
、
そ
の
答
え
を
知
る
上
で
、
二
史
料
の
再
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
故
に
、
本
章
に
お
い
て
は
、
『
典
薬
寮
勘
申
』
・
『
太
政
官
符
』
を
用
い
て
、
詳
細
な
検
討
を
試
み
た
い
。
三
天
平
九
年
に
流
行
し
た
疫
病
に
関
す
る
史
料
の
検
討九
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①勿飲水。損一一心胞一掌灸不し能し臥
②大飲食、病後致し死。
③又勿レ食一一肥魚臓魚、生魚類、鯉鮪蝦蛆鯖鰺年魚鱸『令一一
泄痢一不一一復救『
④又五辛食し之、目精失不レ明。
⑤又諸生菜菓、躯轆｜｜
⑥又生魚食し之勿二酒飲『泄利難し治。
⑦又油脂物、難し治。
⑧又蒜與レ鰭合食、令一一人損『茂與レ鰭食、病後發。
⑨又飲レ酒陰陽復病、必死。食一一生藥一陰陽復病、死。
⑩病愈後大忌□、大食飲酒。酔飲レ水、冊柵先一一
②
傷
寒
碗
豆
病
治
方
①初發覺欲し作、則煮一一大黄五両服し之。
②又青木香二両、水三升、煮取一二升一、頓服。
③又取一一好蜜一通身麻子瘡上。
④又黄連三両、以一一水二升一煮取一一八合一服し之。
⑤又小豆粉、和一一鶴子白一付し之。
⑥又取月汁一一水和浴し之。
⑦又婦人月布拭一一小兒『
③
腕
豆
瘡
滅
廠
①以一一黄土末一塗し上。
②又鷹矢粉士干和一一猪脂一塗し上。
③又胡粉付し上。
④又白娼末付し之。
⑤又蜜付し之。
右依一一宣旨一勘申。
天
平
九
年
六
月
□
日
頭
以
上
が
、
『
典
薬
寮
勘
申
」
の
全
文
で
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
誤
字
、
日
付
と
奉
者
名
の
記
載
の
欠
如
に
気
が
つ
く
。
ま
た
、
同
一
の
病
気
を
指
し
て
い
な
が
ら
も
様
々
な
名
称
が
見
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
当
時
は
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
名
称
さ
え
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
自
分
な
り
の
考
察
を
試
み
た
。
多
少
羅
列
的
に
は
な
る
が
、
以
下
に
そ
れ
を
記
す
る
。
まず、誤字については四カ所気が付いた。
Ⅲｌ③「蛆」。⑤「輪」。⑨「藥」、②Ｉ③「麻子」であるが、そ
の
中
で
、
Ⅲ
ｌ
⑤
は
使
わ
れ
て
い
な
い
文
字
で
あ
り
、
明
ら
か
に
誤
字
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
か
は
内
容
か
ら
判
断
で
き
る
も
の
ば
か
り
な
の
で
、
内
容
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
誤
字
を
指
摘
し
た
い
。
『
典
薬
寮
勘
申
」
は
「
庖
瘡
治
方
事
」
と
題
し
て
、
Ⅲ
「
傷
寒
後
禁
食
」
。
②
「
傷
寒
碗
豆
病
治
方
」
。
③
「
碗
豆
瘡
滅
搬
」
の
三
部
か
ら
な
る
。
Ⅲ
は
服
部
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
丹
波
康
頼
撰
『
医
心
方
』
「
傷
寒
後
食
禁
方
第
五
十
八
」
が
引
く
と
こ
ろ
の
『
七
巻
食
経
』
『
養
性
志
』
に
類
似
した記述が見られる。
養
性
志
云
諸病愈後、勿レ食二五辛→食し之令一人目失『明。
七
巻
食
経
云
時行病愈食、禁一一萌韮蝦蛆輩『不し禁病復發、則難し治、後年
四
○
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轍發。時行病後、禁一一餅餌魚謄諸生菓菜『難し消し之物、皆復發レ
病。時行汗解愈後、勿レ飲一一冷水毛損『一心胞一常虚、不し能し伏・
時行病人、不し可し食一一鯉鮪小鯉及岨『令一病不腹愈。
又勿レ食一一生棗及羊宍扣隔上、乃為一一熱備「
凡病人、不し得し食二熊肉「令下作一一長病終一不上一一除癒記
時行後、禁下飲レ酒食上一一生魚宍『泄利難し治。
時病愈後、未し満二三月「食二軸魚一復食二諸菜「三年肌膚不し
充。又食一一梅油脂物へ令一一暴利難し治。
又食一一蒜鰭→令一一人損一贈消。
又未し満一一三月「食二岨一触「即復病。
又食一一瓜合し鱸、令一病復發→
時行病後、未し強食一一青花菜『令一人手足損重訶一云一黄花『
又飲レ酒合一陰陽「復病必死。
又食一一生菜一合一一陰陽「復必死。
『
医
心
方
』
の
記
述
と
『
典
薬
寮
勘
申
』
の
そ
れ
で
は
、
Ⅲ
ｌ
②
⑩
が
『
医
心
方
』
に
は
欠
け
て
い
る
な
ど
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
箇
所
が
類
似
し
て
い
る
た
め
、
『
典
薬
寮
勘
申
」
は
食
禁
を
『
養
性
志
』
・
『
七
巻
食
経
』
に
求
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
故
に
、
Ⅲ
ｌ
③
⑤
⑨
の誤字は、それぞれ順に「岨」「偽（偏に通ず）」「菜」であったと
考えられる。
②
「
傷
寒
碗
豆
病
治
方
」
に
つ
い
て
は
、
服
部
氏
や
丸
山
氏
の
指
摘
通
天
平
七
年
・
九
年
に
流
行
し
た
疫
病
に
関
す
る
一
考
察
（
野
崎
）
り
、
全
て
『
千
金
方
』
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に
両
氏
が
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
要
点
を
記
す
る
に
留
め
た
い。『医心方』「治傷寒碗豆瘡方第五十七」が引くところの『千金
（旧）方』
に
は
、
②
ｌ
①
面
面
⑦
⑦
と
類
似
し
た
記
述
が
見
ら
れ
、
そ
の
現
存
す
る
写
本
で
あ
る
『
宋
版
備
急
干
金
方
』
「
巻
十
」
は
全
て
を
含
ん
で
い
る
。
両
氏
は
こ
の
こ
と
を
『
千
金
方
』
の
引
用
で
あ
る
こ
と
の
論
拠
と
し
て
あげている。
こ
の
中
で
注
目
し
た
い
の
が
、
②
ｌ
③
「
麻
子
瘡
上
」
で
あ
る
。
こ
の
麻
子瘡とは麻疹の発疹を指す言葉であり、鋺豆瘡の治方を示してい
る
本
文
の
語
句
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
こ
れ
は
題
名
の
「
庖
瘡
」
と
と
も
に
、
『
典
薬
寮
勘
申
』
の
信
用
性
を
疑
わ
せ
る
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
「
庖
瘡
」
の
記
述
と
は
異
な
り
、
誤
字
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
医
心
方
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
千
金
方
』
の
該
当
箇
所
は
「
瘡
磨
上
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
瘡
」
と
「
磨
」
の
位
置
を
逆
に
す
る
と
、
「
磨
瘡
上
」
と
な
る
。
つ
ま
り
、
「
麻
子
」
は
「
磨
」
の
誤
り
で
あ
り
、
②
ｌ
③
の
全
文
は
「
又
取
好
蜜
通
身
磨
瘡
上
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
上
」
と
い
う
文
字
が
「
塗
る
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
得
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
原
文
の
「
麻
子
」
の
ま
ま
で
あ
る
と
、
「通身」以下の部分に「塗る」の意味を持つ動詞となる文字がな
く、意味の通らない文章になるからである。
以
上
、
誤
字
に
対
す
る
見
解
を
述
べ
た
。
な
お
、
③
「
碗
豆
瘡
滅
癩
」
の
内
容
検
討
に
つ
い
て
は
、
丸
山
氏
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
重
複
は
避けたい。
日
付
と
奉
者
名
の
欠
如
に
つ
い
て
は
、
丸
山
氏
が
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
四
一
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「編者二一善為康による原史料の節略、様式化の結果ともとれる」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
『
朝
野
群
載
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
ほ
か
の
史
料
に
は
、
こ
の
よ
う
な
欠
如
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
様
式
化
の
結
果
と
は
考
え
に
く
い
。
『
典
薬
寮
勘
申
』
は
『
朝
野
群
載
』
の
史
料
の
中
で
も
最
も
古
く
、
発
給
さ
れ
た
天
平
九
（
七
三
七
）
年
か
ら
、
『
朝
野
群
載
』
に
収
め
ら
れ
た
永
久
四
（
二
一
六
）
年
ま
で
に
既
に
約
四
百
年
近
い
時
を
経
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
『
朝
野
群
載
』
の
編
纂
時
に
は
既
に
欠
損していたと見るのが妥当であろう。’本文には「頭」としか記載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
四
（
七
三
一
一
）
年
一
○
月
丁
亥
条
（Ｍ）
よ
り
、
当
時
の
典
薬
頭
は
物
部
韓
國
連
廣
足
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
故
に
、
「
外
從
五
位
下
典
薬
頭
物
部
韓
國
連
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る。題
名
の
「
庖
瘡
」
と
い
う
語
句
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
と
同
様
に
、
欠
損
し
て
い
た
部
分
を
後
世
の
人
々
が
推
測
し
て
記
載
し
た
た
め
に
、
当
時
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
庖
瘡
と
い
う
名
称
が
記
載
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
と
も
考
えられる。
こ
の
よ
う
に
、
本
文
の
文
章
自
体
を
対
象
と
し
て
、
文
字
の
レ
ベ
ル
ま
で
検
討
を
試
み
た
が
、
全
体
の
構
成
を
見
て
気
が
つ
い
た
こ
と
は
、
項
目
の
並
び
方
が
不
自
然
で
あ
り
、
肝
心
の
病
状
の
記
載
に
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
Ⅲ
「
傷
寒
後
禁
食
」
・
側
「
傷
寒
碗
豆
病
治
方
」
・
剛
「
碗
豆
瘡
滅
癩
」
の
三
部
か
ら
な
る
が
、
そ
の
項
目
に
碗
豆
瘡
の
病
状
に
あ
た
る
も
の
は
な
い
。
医
学
書
の
項
目
は
、
病
名
・
病
状
・
治
方
・
食
禁
の
順
に
書
か
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
本
文
の
場
合
は
病
状
に
関
す
る
項
目
は
な
く
、
し
か
も
最
後
に
記
載
さ
れ
る
は
ず
の
食
禁
が
最
初
に
記
載
さ
れ
（二）『太政官符』の検討
第
一
節
に
お
い
て
『
典
薬
寮
勘
申
』
の
検
討
を
試
み
た
が
、
そ
れ
と
同
時
期
に
発
給
さ
れ
た
文
書
と
し
て
、
『
太
政
官
符
』
が
あ
る
。
天
平
九
年
六
月
二
六
日
付
の
『
太
政
官
符
』
は
、
『
類
聚
符
宣
抄
』
を
始
め
、
『
医
心
方
』
、
『
拾
介
抄
』
な
ど
多
く
の
史
料
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
最
も
信
用
度
の
高
い
『
類
聚
符
宣
抄
」
を
用
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
検
討
上
の
便
宜
を
図
る
た
め
番
号
を
振
っ
た
も
の
を
記
し
た
。
（等）
太政官符二東海東山北陸山陰山陽南海才道諸國司一
合一一臥疫之日治身及禁食物才事一沫條
」、几是疫病名二赤班瘡扣初發之時、既以二瘡疾『未し出
］別、臥床之苦、或一一一四日、或五六日。瘡出之間、亦経一一三
四日『支禮府藏、太熱如レ焼。當一是之時「浴し飲二冷水
鍛莫瘡旭浴し愈、熱氣漸息。痢患再發、早不二療治『遂
成二血麺梛繧釧一越蝋其共發之病、亦有二四種一或鰔
嗽茄雌、或嘔逆雌麻或吐血、或鼻血。此才之中、痢是飯
急。写知二意一能勤中救畿》
卜、鮴一一肱巾井綿「能勒二腹青弍必令二温和「勿レ使二冷寒『
」、鋪設既薄、無し臥二地上記唯於二床上「敷二賛席一得二臥
息『
ている。
こ
の
こ
と
は
、
天
平
七
（
七
三
五
）
年
に
流
行
し
た
「
碗
豆
瘡
」
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
見
解
は
次
節
以
降
の
検
討
を
踏
ま
え
た
上
で
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
四
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天
平
七
年
・
九
年
に
流
行
し
た
疫
病
に
関
す
る
一
考
察
（
野
崎
）
罠粥壇井煎飯粟才汁、温冷任し意、可レ用し好し之。但莫レ
食二鮮魚完及雑生菓菜『又不し得二飲レ水喫レ氷。固可二戒
愼一一其及レ痢之時、能煮二韮惹一可二多食→若成二赤白痢一
者、糯粉和二八九「沸令レ煎・温飲二再三『又糯糒梗糒、
以二湯鬮｜渡し之。若有レ不し止者、用二五六度一。無し有一一怠
（春）
緩「映搬蕊赫脚吻
（悪）
」、几此病者、定悪二飯食。必宜二過喫つ始レ從二患發「灸火
」悩剛蕊露鮎祇菫騨珂馳蒙菜一〆
飲レ水及洗浴房室程行歩當中風雨暉若有二過犯「雷乱必
發。更亦下痢、所し謂勢發。樅働雌統》・命附扁鵲、豈得一一
禁断記廿日己後、若欲レ喫二魚完「先能煎灸、然後可し
食。餘乾鰻堅魚才之類、煎否皆良。乾鯆但鯖及阿遅オ魚
者、錐し有二乾脂「愼不レ司レ食・碑柵剛峅榊灸其繍雛糀鼓
才不レ在二禁例『
」、几｜欲し治一一疫病、不し可レ用一・丸散才藥℃若有二胃熱へ僅
灯
（
参
）
得二人参湯一・
以
前
、
四
月
以
来
、
京
及
畿
内
悉
臥
二
疫
病
「
多
有
二
死
七
毛
明
馴蝿灘洲識瀧州Ⅶ鱗議譲一艀
（
蔦
）
（
差
）
有二留滞元其國司巡。行部内「告。示百姓記若無二粥壇才｜新一
者、國量宜下賑。給官物「具状申送上今便以二宮印一印し
之。符到奉行。
正
四
位
下
行
右
大
弁
紀
朝
臣
０
０
從
六
位
下
守
右
大
史
動
十
一
等
壬
生
使
主
天
平
九
年
六
月
廿
六
日
以
上
が
「
類
聚
符
宣
抄
」
第
三
「
疾
疫
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
太
政
官
符
』
の
全
文
で
あ
る
。
西
海
道
を
除
く
六
道
に
宛
て
た
太
政
官
符
で
あ
り
、
疫病に臥しているときの治方や食禁に関する七ケ条が記載されて
い
る
。
そ
の
内
容
は
五
項
目
あ
り
、
ｌ
病
名
・
症
状
・
合
併
症
、
Ⅱ
。
Ⅲ
体
を
冷
や
さ
な
い
た
め
の
注
意
、
Ⅳ
。
Ｖ
病
中
の
食
事
に
関
す
る
注
意
、
Ⅵ
病
後
の
食
禁
、
Ⅶ
薬
の
服
用
に
関
す
る
注
意
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
書
状
を
送
っ
た
理
由
、
六
道
諸
国
司
へ
の
指
示
が
記
載
さ
れ
、
発
給
者
の
署
名
と
、
発給年月日が続く。
こ
の
文
書
を
見
て
気
が
つ
く
こ
と
は
、
前
節
同
様
に
誤
字
の
多
さ
も
あ
る
（旧）が、
何
よ
り
も
宛
名
が
六
道
に
限
ら
れ
て
お
り
、
西
海
道
と
畿
内
が
含
ま
れ
（略）
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て
病
名
が
「
赤
斑
瘡
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
気
に
か
か
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
宛
名
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い。西
海
道
に
つ
い
て
は
、
上
級
官
庁
の
太
宰
府
が
存
在
す
る
の
で
、
別
に
大
（Ⅳ）
宰
府
宛
の
「
太
政
官
符
」
が
発
給
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
西
海
道
は
大
宰
府
の
所
在
地
で
あ
り
、
疫
病
の
発
生
源
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
で
は
既
に
疫
病
が
鎮
静
化
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
続
日
本
（旧）
紀
』
天
平
九
（
七
三
七
）
年
四
月
癸
亥
条
に
よ
る
と
、
四
月
に
は
既
に
大
宰
府
管
内
に
疫
病
が
蔓
延
し
多
く
の
死
者
が
出
て
い
た
。
つ
ま
り
、
二
カ
月
後
の
『
太
政
官
符
」
発
給
時
に
は
大
方
が
死
亡
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
、
こ
の
時
点
で
官
符
を
発
す
る
の
は
無
意
味
で
あ
る
た
め
、
西
海
道
に
は
発
給
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
四
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そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
畿
内
に
つ
い
て
も
、
別
に
畿
内
宛
の
「
太
政
官
符
」
が
発
給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
他
、
既
に
疫
病
が
蔓
延
し
て
い
た
た
め
（⑲）
に
除
外
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
に
よ
る
と
、
天
平
九
（
七
三
七
）
年
四
月
か
ら
『
太
政
官
符
』
発
給
の
前
ま
で
に
、
多
く
の
官
人
が
死
（別）
亡
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
京
内
に
も
疫
病
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
、
更
に
下
層
民
だ
け
で
な
く
上
流
階
級
の
貴
族
ら
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
六
月
甲
辰
朔
条
に
は
、
「
康
朝
以
百
官
官
人
患
疫
也
」
と
あ
り
、
既
に
政
務
運
営
に
支
障
が
出
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
後
者
の
説
を
取
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
病
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
『
典
薬
寮
勘
申
」
と
は
異
な
り
、
『
太
政
官
符
」
の
Ⅲ
に
は
「
赤
斑
瘡
」
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
条
に
は
病
名
の
ほ
か
に
病
状
、
合
併
症
が
合
わ
せ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
病
状
は
『
典
薬
寮
勘
申
」
の
病
名
で
あ
る
「
碗
豆
瘡
」
と
は
、
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
「
医
心
方
』
の
「
治
傷
寒
碗
豆
瘡
方
第
五
十
七
」
に
、
こ
の
「
太
政
官
符
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
『
病
源
候
論
』
の
病
状
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
「
医
心
方
』
の
編
者
丹
波
康
頼
は
「
赤
斑
瘡
」
を
「
碗
豆
瘡
」
の
異
称
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
三
井
氏
の
論
じ
る
よ
う
に
、
『
太
政
官
（Ⅲ）
符
』
の
記
載
病
状
か
ら
考
一
え
る
と
麻
疹
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
「
太
政
官
符
』
の
発
給
さ
れ
た
天
平
九
（
七
三
七
）
年
か
ら
「
医
心
方
」
の
編
纂
さ
れ
た
永
観
二
（
九
八
四
）
年
ま
で
、
既
に
約
二
百
五
○
年
近
い
と
き
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
間
に
事
実
が
間
違
っ
て
伝
わ
っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
「
赤
斑
瘡
」
は
後
世
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
麻
疹
の
古
称
で
あ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
法
政
史
学
第
五
十
三
号
ま
た
、
『
典
薬
寮
勘
申
』
と
は
異
な
り
、
奉
者
名
と
発
給
年
月
日
が
残
さ
れ
て
お
り
、
奉
者
名
の
「
紀
朝
臣
」
に
つ
い
て
は
『
続
日
本
紀
』
天
平
九
（七三七）年七月丁酉条によって、「紀朝臣男人」であると分か
（犯）る。
も
う
一
人
の
「
壬
生
使
主
」
に
つ
い
て
は
、
「
從
六
位
下
」
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
『
続
日
本
紀
』
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
七
月
条
以
降
も
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
疫
病
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
も
の
と
思
わ
れ
るｃこのように、「太政官符』について自らの考えられる範囲で検
討
を
試
み
た
。
以
下
は
、
『
典
薬
寮
勘
申
」
と
『
太
政
官
符
』
の
検
討
か
ら
分
か
る
こ
と
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。
以
上
、
特
に
気
が
つ
い
た
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
。
『
太
政
官
符
」
に
は
七
条
の
記
載
の
後
に
、
こ
の
書
状
を
お
く
る
理
由
と
六
道
諸
国
司
に
対
す
る
指
示
が
書
き
加
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
國
量
宜
賑
合
官
物
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
賑
合
が
行
な
わ
れ
た
痕
跡
が
あ
り
、
『
正
倉
院
文
書
』
と
し
て
奇
跡
的
に
残
っ
て
い
る
文
書
の
中
の
「
但
馬
国
正
税
帳
」
が
そ
れ
に
あ
た
る
。（
廿
）
（
販
）
（
疫
）
依
太
政
官
天
平
九
年
六
月
廿
六
日
符
賑
給
疫
（徒）
病之徒ムロ壹仔騨伯壱拾試人粥一糟
（稲）
料
稲
壹
仔
試
伯
拾
沫
束
伍
把
一千州三人～別一束
三
百
六
十
九
人
～
別
五
把
（三）｜｜史料の検討から
「
天
平
九
年
」
の
年
記
を
持
つ
二
史
料
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
き
た
が
、
四
四
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こ
れ
ま
で
に
論
じ
た
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
第
一
章
で
は
、
天
平
七
（
七
三
五
）
年
・
九
（
七
三
七
）
年
に
流
行
し
た
疫
病
は
一
般
的
に
は
痘
瘡
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
痘
瘡
の
古
代
名
で
あ
る
碗
豆
瘡
以
外
に
も
麻
疹
の
古
代
名
で
あ
る
と
さ
れ
る
赤
斑
瘡
も
見
え
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
第
二
章
に
お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
に
対
す
る
先
人
の
諸
説
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
こ
の
二
史
料
を
比
べ
る
と
、
興
味
深
い
点
に
気
が
つ
く
。
そ
の
内
容
に
、
病
気
に
対
す
る
一
般
的
な
禁
止
事
項
で
あ
る
「
生
物
を
食
べ
な
い
こ
と
」
以
外
に
は
、
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
同
一
の
記
載
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
病
状
の
記
載
の
有
無
も
興
味
深
い
。
『
太
政
官
符
』
の
病
名
は
「
赤
斑
瘡
」
で
あ
り
、
そ
の
病
状
に
つ
い
て
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
『
典
薬
寮
勘
申
」
に
は
「
碗
豆
瘡
」
に
つ
い
て
の
病
状
の
記
載
が
な
い
。
『
典
薬
寮
勘
申
』
の
作
成
者
は
典
薬
寮
で
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
医
学
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
肝
心
の
病
状
の
記
載
に
欠
け
て
い
る
。
こ
の
二
点
か
ら
、
一
般
的
に
『
太
政
官
符
』
は
『
典
薬
寮
勘
申
』
に
基
づ
（羽）
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
二
史
料
に
相
互
の
関
連
は
な
く
、
そ
の
対
象
は
別
の
疫
病
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
加
え
て
『
典
薬
寮
勘
申
』
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
の
項
目
の
並
び
方
が
不
自
然
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
平
七
（
七
三
五
）
年
に
流
行
し
た
「
鋺
豆
瘡」との関連が窺われる。
故
に
、
次
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
天
平
七
（
七
三
五
）
年
・
九
（
七
三
七
）
年
に
流
行
し
た
疫
病
に
関
す
る
私
的
見
解
を
述
べ
た
い
と思う。
四
天
平
七
年
・
九
年
に
疫
病
の
流
行
し
た
経
緯
天
平
七
年
・
九
年
に
流
行
し
た
疫
病
に
関
す
る
一
考
察
（
野
崎
）
て
、
天
平
九
年
の
疫
病
に
関
す
る
二
史
料
『
典
薬
寮
勘
申
』
・
『
太
政
官
符
』
の
基
本
的
記
載
事
項
に
誤
り
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
二
史
料
の
病
名
の
不
一
致
を
解
明
す
る
た
め
に
、
第
三
章
で
は
両
史
料
の
再
検
討
を
試
み
、
両
史
料
に
相
互
の
関
連
性
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
『
典
薬
寮
勘
申
』
の
項
目
の
並
び
方
が
不
自
然
で
肝
心
の
病
状
の
記
載
に
欠
け
る
こ
と
を
述べた。
こ
れ
ら
の
論
点
と
な
っ
た
二
史
料
の
収
め
ら
れ
て
い
る
『
朝
野
群
載
』
・
『
類
聚
符
宣
抄
』
を
見
て
い
る
と
、
ど
ち
ら
も
、
二
文
書
の
発
給
か
ら
編
纂
（別）
ま
で
に
約
四
百
年
近
い
時
を
経
て
い
る
。
『
朝
野
群
載
』
に
関
し
て
は
、
巻
（お）
廿
一
の
分
類
方
法
の
不
手
際
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
記
載
文
書
の
内
容
ま
で
も
が
信
用
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
『
典
薬
寮
勘
申
』
の
発
給
日
と
奉
者
名
の
欠
如
は
、
編
纂
時
に
は
失
わ
れ
て
い
た
た
め
に
起
こ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
じ
よ
う
に
、
｜
部
だ
け
で
な
く
、
全
て
が
失
わ
れ
て
伝
存
し
て
い
な
い
文
書
の
ほ
う
が
多
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
『
典
薬
寮
勘
申
』
と
『
太
政
官
符
』
の
み
で
、
そ
の
内
容
か
ら
ど
ち
ら
が
天
平
九
年
の
疫
病
を
正
確
に
記
載
し
た
も
の
か
と
議
論
す
る
の
は
無
意
味
で
あ
る
。
失
わ
れ
て
伝
存
し
な
い
文
書
の
存
在
を
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
実
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
天
平
九
年
の
疫
病
に
関
す
る
文
書
の
う
ち
伝
存
し
て
い
る
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
『
典
薬
寮
勘
申
』
・
『
太
政
官
符
」
の
二
史
料
で
あ
る
が
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
病
名
も
異
な
っ
て
お
り
、
相
互
に
関
連
性
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
勘
申
は
政
府
の
要
請
を
受
け
て
政
策
の
参
考
と
す
る
た
め
に
書
か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
太
政
官
符
は
そ
の
政
策
を
諸
国
に
伝
え
る
た
め
に
発
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
相
互
に
関
連
の
四
五
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見
ら
れ
な
い
二
文
書
は
ま
っ
た
く
別
に
発
給
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
鋺
豆
瘡
を
対
象
と
す
る
『
典
薬
寮
勘
申
』
と
赤
斑
瘡
を
対
象
と
す
る
『
太
政
官
符
』
の
他
に
、
碗
豆
瘡
を
対
象
と
す
る
『
太
政
官
符
」
と
赤
斑
瘡
を
対
象
と
す
る
『
典
薬
寮
勘
申
』
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
仮
説
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
二
組
の
文
書
発
給
の
経
緯
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
着
目
し
た
い
の
が
、
第
三
章
で
指
摘
し
た
『
典
薬
寮
勘
申
」
の
項
目
の
不
自
然
な
並
び
方
と
病
状
の
記
載
の
欠
如
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
天
平
七
年
の
碗
豆
瘡
と
の
関
連
が
窺
わ
れ
る
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
が
、
病
状
の
記
載
が
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
天
平
七
年
に
そ
れ
を
記
し
た
文
書
が
既
に
提
出
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
来
な
ら
最
後
に
く
る
は
ず
の
「
食
禁
」
が
冒
頭
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
天
平
九
年
の
疫
病
を
天
平
七
年
の
碗
豆
瘡
の
再
発
と
考
え
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
世
で
は
、
痘
瘡
は
一
生
に
一
度
の
病
気
で
あ
る
と
い
う
（妬）
認
識
が
あ
っ
た
が
、
当
時
は
そ
れ
が
な
く
、
痘
瘡
と
麻
疹
は
混
同
認
識
さ
れ
て
い
た
。
初
期
症
状
の
似
て
い
る
両
者
が
こ
の
時
に
も
間
違
っ
て
認
識
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
当
時
の
政
府
が
、
天
平
七
年
か
ら
二
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
似
た
よ
う
な
疫
病
が
流
行
し
た
の
は
、
病
後
の
食
べ
合
わ
せ
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
「
食
禁
」
の
後
に
「
治
方
」
と
「
滅
搬
」
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
二
次
感
染
の
防
止
と
そ
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
『
典
薬
寮
勘
申
』
に
病
状
の
記
載
が
な
い
の
に
対
し
、
『
太
政
官
符
』
に
は
病
状
と
合
併
症
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
項
目
は
、
天
平
九
年
に
流
行
し
た
疫
病
が
天
平
七
年
に
流
行
し
た
も
の
と
同
じ
で
あ
っ
た
ら
、
必
要
の
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
天
平
九
年
に
流
行
し
た
の
法
政
史
学
第
五
’
三
号
は
、
天
平
七
年
に
流
行
し
た
碗
豆
瘡
と
は
別
の
疫
病
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る。以上のことを考え合せ、私は、天平七（七三五）年に流行した
疫病は碗豆瘡（痘瘡）、天平九（七三七）年に流行した疫病は赤
斑瘡（麻疹）であったと考える。天平七年・九年の疫病の流行の
経緯について、私の見解を記すると以下の通りである。
天
平
七
年
八月、碗豆瘡が流行する。これに対する対策として、碗豆瘡
の病状や、治方などが書かれた「典薬寮勘申」が政府に提出
さ
れ
、
大
宰
府
管
内
等
に
伝
達
さ
れ
る
。
天
平
九
年
四
月
、
赤
斑
瘡
が
流
行
す
る
。
六
月
、
流
行
し
始
め
た
当
初
は
、
そ
の
初期症状の類似から、碗豆瘡（痘瘡）であると誤診し、再発
が原因と見たため、傷寒後の食禁の記載された、碗豆瘡を対
象とする『典薬寮勘申』が提出され、大宰府管内に伝達され
る。しかし、被害が拡大するにつれ、碗豆瘡ではなく赤斑瘡
（麻疹）であることが判明する。六月二六日、この時には既
に西海道・京にも多くの死者が出ていたため、六道のみに宛
てた赤斑瘡を対象とする『太政官符』が伝達される。
詳細はともあれ、これらの、天平七年に鋺豆瘡（痘瘡）、天平
九年に赤斑瘡（麻疹）が流行したとする私の見解の裏づけとも言
う
べ
き
見
解
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
橋
本
徳
伯
壽
の
『
國
字
断
毒
（、）
聿諏』に対し、佐々学氏は、「おそらく、麻疹の方が伝染力が強
く、同じ地域集団に対して、さきにのべた第一型の流行をとり、
四
六
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こ
れ
に
対
に
痘
瘡
は
第
三
型
の
流
行
を
当
時
と
し
て
つ
づ
け
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
「
さ
き
に
の
べ
た
第
一
型
の
流
行
」
と
は
、
「
そ
の
地
域
集
団
の
人
々
の
う
ち
感
受
性
の
あ
る
も
の
が
全
部
そ
の
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
、
治
る
か
死
ぬ
か
し
、
ほ
ぼ
全
員
免
疫
と
な
り
、
病
原
が
たえてしまう」ことであり、その後しばらくは感受者がいないた
め流行は起こらないが、数十年たって免疫のない人口が増えてく
る
と
再
び
大
流
行
を
起
こ
し
、
そ
れ
が
終
息
す
る
形
を
と
る
。
そ
し
て
、
「第三型の流行」とは、「大部分の人びとが免疫されているため、
そ
の
病
気
が
細
々
な
が
ら
も
常
在
し
、
あ
る
と
き
は
燃
え
上
り
、
あ
る
と
き
は
く
す
ぶ
る
と
言
っ
た
状
態
の
流
行
を
経
常
的
に
続
け
て
い
る
」
こ
と
で
あ
る
。
佐
々
氏
の
見
解
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
麻
疹
の
方
が
伝
染
力
が
強
い
た
め
、
数
十
年
ご
と
に
大
流
行
と
終
息
を
繰
り
返
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
続
日
本
紀
」
の
天
平
七
年
・
九
年
の
疫
病
の
該
当
記
事
と
合
致
す
る
。
天
平
七
年
の
疫
病
に
よ
る
官
人
の
死
亡
者
は
少
な
い
が
、
天
平
九
年
の
疫
病
に
よ
る
官
人
の
死
亡
者
は
多
く
、
政
府
は
廃
朝
に
追
い
込
ま
れ
て
（羽）
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
天
平
九
年
の
疫
病
は
天
平
七
年
の
そ
れ
よ
り
も
伝
染
力
が
強
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
天
平
九
（
七
三
七
）
年
の
疫
病
の
拡
大
規
模
に
匹
敵
す
る
も
の
は
、
早
く
見
積
も
っ
て
も
、
天
平
宝
字
四
（”）
（七六○）年を待たなければならず、これも、佐々氏の見解と△□
致
し
て
い
る
。
故
に
、
天
平
九
年
に
流
行
し
た
疫
病
は
麻
疹
で
あ
る
と
思
わ
れる。以上
、
天
平
七
年
・
九
年
に
流
行
し
た
疫
病
に
対
す
る
私
的
見
解
を
述
べ
た。
天
平
七
年
・
九
年
に
流
行
し
た
疫
病
に
関
す
る
一
考
察
（
野
崎
）
天平七年・九年に流行した疫病に対する諸説について、本稿で
詳
し
く
検
討
し
、
天
平
七
年
に
碗
豆
瘡
（
痘
瘡
）
、
天
平
九
年
に
赤
斑
瘡
（麻疹）とする私的見解を導き出すことができた。
こ
の
中
で
、
『
典
薬
寮
勘
申
』
・
『
太
政
官
符
』
の
発
給
の
経
緯
に
触
れ
、
二
史
料
の
う
ち
ど
ち
ら
か
を
否
定
す
る
傾
向
が
あ
る
中
、
ど
ち
ら
の
史
料
も
誤
り
が
な
か
っ
た
と
仮
定
し
た
説
を
う
ち
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
以
外
に
史
料
が
伝
存
し
て
い
な
い
以
上
、
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
。
ま
た
、
疫
病
の
拡
大
状
況
に
つ
い
て
も
十
分
な
検
討
を
加
え
ることができなかった。故に、今後は疫病の拡大状況や、それに対
す
る
対
策
の
検
討
に
よ
っ
て
、
私
の
見
解
を
確
か
な
も
の
と
し
て
い
き
た
い
。
最
後
に
、
天
平
九
年
に
流
行
し
た
麻
疹
に
よ
っ
て
、
藤
原
四
兄
弟
を
始
め
とする多くの官人が亡くなったが、この時に流行した疫病が伝染
刀
の
強
い
麻
疹
で
な
か
っ
た
ら
、
後
世
の
歴
史
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろうか。
天
平
七
年
・
九
年
の
疫
病
の
流
行
は
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
藤
原
政権の衰退と皇親勢力の復活をもたらした。一口に疫病と言って
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
藤
原
四
兄
弟
が
死
亡
し
た
の
は
、
天
平
七
年
の
痘
瘡
の
時
で
は
な
く
、
天
平
九
年
の
麻
疹
の
時
で
あ
る
。
も
し
も
、
こ
の
時
に
流
行
し
た
疫
病
が
麻
疹
よ
り
も
伝
染
力
の
弱
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
、
藤
原
氏
が
権
力
を
失
う
こ
と
も
な
く
、
後
世
の
歴
史
は
今
と
は
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
天
平
七
年
・
九
年
の
疫
病
は
、
奈
良
時
代
の
大
転
換
の
契
機
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
お
わ
り
に
円七
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註（
１
）
服
部
敏
良
氏
『
奈
良
時
代
医
学
の
研
究
』
二
九
八
○
年
、
科
学
書
院
）
一
七
三
～
一
八
四
頁
、
新
村
拓
氏
『
日
本
医
療
社
会
史
の
研
究
』
（
’
九
八
五
年
、
法
政
大
学
出
版
局
）
一
七
九
～
一
九
二
頁
、
立
川
昭
二
氏
「
日
本
人
の
病
歴
』
（
中
公
新
書
四
四
九
、
一
九
七
六
年
）
三
一
～
三
四
頁
、
丸
山
裕
美
子
氏
「
日
本
古
代
の
医
療
制
度
』
（
歴
史
学
叢
書
、
名
著
刊
行
会
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
。
以
下
、
本
稿
で
言
及
す
る
諸
氏
の
見
解
は
全
て
こ
れ
ら
に
よ
る
。
（２）富士川嚇氏『日本疾病史』（東洋文庫一三一一一、一九六九年、平凡
社
）
痘
瘡
・
麻
疹
、
三
井
酸
一
氏
「
麻
疹
の
歴
史
」
（
『
麻
疹
・
風
疹
』
奥
野
良
原
・
高
橋
理
明
編
、
一
九
六
九
年
、
朝
倉
書
店
、
三
～
一
三
頁
）
、
「
天
平
九
年
の
典
薬
寮
の
勘
文
に
つ
い
て
」
（
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
二
四
巻
二
号
「
一
般
口
演
抄
録
」
六
五
～
六
七
頁
）
な
ど
。
以
下
、
本
稿
で
言
及
す
る
両
氏
の
見
解
は
全
て
こ
れ
ら
に
よ
る
。
（
３
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
七
（
七
三
五
）
年
の
条
に
「
是
年
。
…
（
中
略
）
…
天
下患碗豆瘡俗日裳瘡。」、天平九（七一一一七）年の条に、「是年春。疫憶
大
發
。
」
と
あ
る
。
（
４
）
針
博
士
丹
波
康
頼
（
九
一
二
～
九
九
五
）
に
よ
り
永
観
二
（
九
八
Ｗ
）
年
に
編
纂
さ
れ
た
。
全
三
○
巻
か
ら
な
り
、
日
本
最
古
の
医
学
書
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
槙
佐
知
子
氏
『
医
心
方
巻
十
四
蘇
生
・
傷
寒
篇
』
二
九
九
八
年
、
筑
摩
書
房
）
に
よ
っ
た
。
（５）「文徳実録』によると、仁寿一一一（八五三）年一一几条に、「是Ⅱ、京
師
及
畿
外
、
多
患
庖
瘡
死
者
甚
衆
、
云
云
」
と
あ
る
。
（
６
）
「
日
本
紀
略
』
に
よ
る
と
、
延
喜
一
五
（
九
一
五
）
年
一
○
月
一
六
日
条
に、「有大祓事、為除飽瘡」とある。
（
７
）
「
続
日
本
紀
』
に
よ
る
と
、
延
暦
九
（
七
九
○
）
年
条
に
、
「
是
年
秋
冬
、
京
畿
男
女
三
十
歳
己
下
者
、
悉
発
腕
豆
瘡
、
俗
調
裳
瘡
」
と
あ
る
。
法
政
史
学
第
五
十
三
号
（
８
）
『
日
本
紀
略
』
長
徳
四
（
九
九
八
）
年
条
に
よ
る
と
、
「
今
年
、
天
下
目
夏
至
冬
、
疫
瘡
遍
発
六
七
月
間
、
京
師
男
女
死
者
甚
多
。
」
と
あ
る
。
（
９
）
鎌
田
正
・
米
山
寅
太
郎
著
「
漢
語
林
』
二
九
八
七
年
、
大
修
館
書
店
）
に
よる。
（
、
）
本
稿
で
参
考
と
し
た
『
類
聚
符
宣
抄
』
第
三
「
疾
疫
」
の
他
、
『
拾
芥
抄
』
卜
に
収
録
さ
れ
、
『
医
心
方
』
巻
十
四
「
治
傷
寒
腕
豆
瘡
方
第
五
十
七
」
に
案
文
と
し
て
付
載
さ
れ
て
お
り
、
全
て
「
天
平
九
年
六
月
廿
六
Ｈ
」
の
年
紀
が
記
さ
れ
ている。
（
ｕ
）
前
述
の
『
医
心
方
』
の
他
、
「
諸
病
源
候
論
』
巻
七
の
一
七
、
『
備
急
千
金
要
方
』
巻
一
○
「
傷
寒
方
下
」
に
も
碗
豆
瘡
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
、
）
唐
の
孫
思
貌
（
不
明
～
六
八
二
）
が
編
纂
し
た
医
学
書
で
、
全
三
○
巻
か
ら
成
る
。
末
一
○
六
六
年
に
林
億
ら
に
よ
り
改
訂
校
刊
さ
れ
て
お
り
、
「
備
急
千
金
要
方
』
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
（田）丸山氏註（１）前掲書、一二五頁による。
（ｕ）『続日本紀』天平四（七一一一二）年一○月丁亥条によると、「丁亥。
…
（
中
略
）
…
。
外
從
五
位
下
物
部
韓
國
廣
足
為
典
薬
頭
。
」
と
あ
る
。
（
烟
）
『
典
薬
寮
勘
申
』
に
つ
い
て
は
、
誤
字
が
内
容
の
検
討
が
か
ら
ん
で
い
た
た
め
、
本
文
に
記
し
た
が
、
『
太
政
宮
付
』
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
史
料
と
と
も
に
記
し
た
。
な
お
、
誤
字
は
〔
〕
、
異
体
字
は
（
）
で
記
し
た
。
（
焔
）
尊
経
閣
所
蔵
の
医
書
に
、
同
文
面
の
東
山
道
宛
の
『
太
政
官
符
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
類
聚
符
宣
抄
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
太
政
官
符
』
は
六
道
そ
れ
ぞ
れ
に
宛
て
た
官
符
を
ま
と
め
て
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
西
海
道
と
畿
内
宛
の
「
太
政
官
符
」
の
存
在
が
問
題
と
な
る。
（
Ⅳ
）
佐
藤
進
一
氏
『
新
版
古
文
書
学
入
門
』
二
九
九
七
年
、
法
政
大
学
出
版
局
）
六
六
頁
参
照
。
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（
出
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
九
（
七
三
七
）
年
癸
亥
条
に
よ
る
と
、
「
太
宰
府
管
内
諸
国。疫癒時行。百姓多死。」とある。
（四）丸山氏註（１）前掲書もこの見解をとっている。
（
ｍ
）
『
統
日
本
紀
』
に
見
え
る
天
平
九
（
七
三
七
）
年
六
月
二
六
日
ま
で
の
官
人
の
死
亡
者
は
、
四
月
辛
四
条
よ
り
藤
原
朝
臣
房
前
、
六
月
癸
批
条
よ
り
火
宅
朝
臣
大國、甲寅条より小野朝臣老、辛酉条より長田王、丙寅条より多治比
反
人
縣
守
で
あ
る
。
そ
の
他
、
七
月
丁
Ⅲ
条
よ
り
大
野
ｒ
、
乙
西
条
よ
り
藤
原
朝
臣
麻
目
、
己
皿
条
よ
り
百
濟
王
郎
虞
、
丁
四
条
よ
り
藤
原
朝
臣
武
智
麻
目
、
八
月
壬
寅
朔
条
よ
り
橘
宿
祢
佐
為
、
丙
午
条
よ
り
藤
原
朝
臣
宇
合
、
辛
酉
条
よ
り
水
主
内
親
王
ら
が
、
疫
病
に
よ
り
死
亡
し
て
い
る
。
（、）三井氏註（２）前掲論文、蒲生逸夫「麻疹の臨床」（奥野良臣・高
橋
理
明
編
、
一
九
六
九
年
、
朝
倉
書
店
、
七
八
～
一
○
二
頁
）
、
北
川
常
廣
・
小
山
泰
正
編
『
薬
科
微
生
物
学
』
（
丸
善
）
二
五
頁
参
照
。
（
犯
）
「
統
日
本
紀
」
天
平
九
（
七
三
七
）
年
七
月
丁
酉
条
に
よ
る
と
、
「
丁
酉
。
勅
遣左人弁從三位橘宿祢諸兄、右大介正四位下紀朝臣男人。」とある。
（羽）服部氏・新村氏註（１）前掲書も、この見解をとっている。
（
別
）
『
朝
野
群
載
』
の
編
纂
年
代
は
、
永
久
四
（
一
二
六
）
年
以
降
、
『
類
聚
符
宣抄』の編纂年代は、寛治七（一○九三）年以降であり、どちらも一一
史
料
の
発
給
さ
れ
た
天
平
九
（
七
三
七
）
年
か
ら
約
三
百
五
十
～
四
百
年
近
い
と
（訂）佐々学氏の見解は、「國字断議論』「日本庶民生活史料集成』第
七
巻
、
一
九
七
○
年
、
三
一
苔
房
）
に
付
さ
れ
た
同
氏
の
註
（
９
）
（
ｕ
）
（あ）丸山氏註（１）前掲書による。
（
別
）
橋
本
徳
伯
壽
の
『
国
字
断
議
論
』
の
冒
頭
に
、
「
古
今
痘
瘡
を
其
年
の
氣
運、時候にて流行時疫と心得、又一生に一度にかぎるを……（以下、
天平七年・九年に流行した疫病に関する一考察（野崎）
省略）」とある。
きと経ている。
（
二
四
～
二
五
頁
）
に
よ
る
。
（
羽
）
「
続
日
本
紀
』
に
見
え
る
天
平
七
（
七
二
五
）
年
の
官
人
死
亡
者
は
、
九
月
壬午条より新田部親王、三月己未条より加茂朝臣比責、乙丑条より
舎
人
親
王
、
己
丑
条
よ
り
高
田
王
の
四
人
で
あ
り
、
註
（
別
）
に
蕊
げ
た
天
平
九
（七三七）年の官人死亡者の方がはるかに多い。
（
羽
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
四
（
七
六
○
）
年
三
月
丁
亥
条
に
よ
る
と
「
伊
勢
、
近
江
、
美
漉
、
薪
狭
、
伯
耆
、
石
見
、
播
磨
、
術
中
、
術
後
、
安
芸
、
周
防
、
紀
伊
、
淡
路
、
讃
岐
、
伊
予
等
、
１
打
国
疫
、
賑
給
之
。
」
、
四
月
丁
巳
条
に
よ
る
と
「
志
摩
国
疫
、
賑
給
之
。
」
と
あ
り
、
一
六
国
に
疫
病
が
及
ん
だ
こ
と
が
うかがえる。
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